
事業所名 グループホーム悠遊荘              

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和 ４年１０月2７日（木） 14：００ ～ １５：００ 

参 加 者 議   題 

訪問看護      １名 

地域住民の代表者  ２名   

利用者       １名 

地域包括支援センター職員  2 名 

市職員          １名 

事業所       ４名 

・活動報告 

・ヒヤリハット報告 

・事故報告 

・内部研修、外部研修 

・身体拘束適正化検討委員会 

・質疑応答 

会    議    録 

 

 １  ９月、１０月の活動報告 

９月 

５日（月） 往診 H 様 なえば歯科受診 

12 日（月） H 様 なえば歯科受診 

15 日（木） M 様 誕生日会 イチゴのケーキでお祝い 

17 日（土） ドライブ 水野方面 3 名 

19 日（月） 敬老会 赤飯でお祝い 

19 日（月） N 様 娘様と自宅に外出 

10 月 

１日（土） 理美容 

３日（月） 往診 

11 日（火） H 様 眼科受診 看護学生実習 3 名 

      マジックショー 

12 日（水） 看護学生実習 3 名 

16 日（日） ドライブ 城山公園 3 名 

18 日（火） ドライブ 菱野団地方面 4 名 

20 日（木） H 様 陶生病院 整形外科受診 

22 日（土） N 様 皮膚科（午前）、歯科（午後）受診 

25 日（火） N 様 誕生日会 栗のケーキでお祝い 

27 日（木） M 様 皮膚科受診 H 様 眼科受診 

31 日（月） 看護学生実習 3 名  琴のボランティア 

 

２ ヒヤリハット報告 

10 月 18 日（火）6 時 K 様 食堂テーブル 

朝食準備中（職員は台所にいた）、テーブルから自分で立とうとしてバランス

を崩し横に傾き床に落ちそうになっていた。すぐに近くに行き横から支えたた



め、転倒には至らなかった。 

10 月 20 日（木）10 時 30 分 K 様 中央トイレ 

   バルーン装着、車いすの方だが自走してトイレに行き便座に座っていた。 

   車いすは便器の前にあり、バルーンは車いすにかけてあった。 

毎日の排便時、陰洗時にはトイレ誘導しているが、本人は尿意がありトイレへ

行きたかったとの事。転倒が心配であることを伝える。 

10 月 22 日（土）8 時 50 分 K 様 中央トイレ 

   居間に姿が見えないので探すと、中央トイレの前に無人の車いすが置いてあ

り、便器の前で本人がズボンパンツを下ろし立っていた。 

バルーン装着、車いすの方だが伝い歩きで行ったものと思われる。 

バルーンは床に落ち、パットは外して便槽の中にあった。 

 

３ 事故報告 

9 月 18 日（火）17 時 30 分 K 様 食堂 投薬もれ 

夜勤者が前夜に翌日の朝食前薬を間違えて夕食後にセットした。 

翌日の朝食時に朝の薬がない事に気づかず、日勤者が夕食後の薬を飲ませよう

とした際に薬が残っている事に気がつく。 

10 月 21 日（金）18 時 00 分 K 様 中央トイレ前 転倒 

日勤から夜勤の申し送り中、自走してトイレへ行き車いすから降りようとして

床にしりもちをついた様子。 

他入居者の知らせで職員が駆けつけ、車いすに戻ってもらう。 

 

４  内部研修 10 月 12 日（水）於：職員会議 

＊グループホーム悠遊荘の緊急マニュアルについて 

９月入社の新人職員のため日勤、夜勤時の緊急時の対応を在籍中の職員とともに

確認する。 

外部研修 10 月 19 日（水） 

    テーマ 【意思決定支援と ACP（アドバンスケアプランニング】 

認知症介護研究 大府センター研究部 研修企画係長 山口祐介様 

＊①意思決定支援について ②意思決定とは何か？ ③認知症の意思決定を支援す

るとは？ 

医療及びケアについて本人を主体にその家族や医療チームと話し合い、本人によ

る意思決定を支援するプロセス 

   ＊①ACPについて ②ACPとは何か？ ③本人にとっての最善の考え方 

ACP とは将来の医療、ケアについて本人を人として尊重した意思決定の実現  

支援するプロセス 

 

５ 身体拘束適正化検討委員会 

   「緊急やむを得ない場合」でない身体拘束は高齢者虐待に該当する。 



  虐待につながり、判断に迷うグレーゾーンには、「虐待」と言い切れない「不適切な

ケア」が根底にある。「不適切なケア」の具体例やそれが起こる要因また防ぐために

何ができるかを話し合う。 

 

６ 質疑応答 ご意見 

  特にご質問はありませんでしたが、ご意見をいただきました。 

1 10 月頃よりコロナが落ち着いたので久しぶりにボランティアの来荘があり、入居者

様に喜んでいただけて良かった。次回もできればいいと思う。 

2 コロナ禍の中でも散歩やドライブなど楽しい行事を実施していて雰囲気がいい。 

3 早くコロナが収束し以前のイベントができるといい。 

ADL に差があるが、できない人も他者を見て活気を得て楽しめるように。 

 

次回開催予定  １２月 ２２日（木） 

 


